
孤
独
死
減
少
に
挑
戦

一人
暮
ら
し
あ
ん
し
ん
電
話

松
戸
・常
盤
平
の
試
み

す
こ
と
で
、
体
調
を
回
答
で
き
る
ｏ

「
＊
」
の
あ
と
、
元
気
な
ら

「■
」
、

体
調
不
良
な
ら

「
２
」
、
連
絡
が

必
要
な
ら

「
３
」
を
押
す
。
応
答

結
果
は
管
理
者
が
パ
ソ
コ
ン
で
一

覧
す
る
。

「
２
」

「
３
」
の
応
答

を
し
た
加
入
者
に
は
、
別
途
、
自

治
会
や
民
生
委
員
、
医
院
の
事
務

員
ら
が
連
絡
す
る
。
電
話
の
曜

日

・
時
間
は
希
望
制
で
、
携
帯
電

話
の
番
号
も
登
録
可
。
加
入
者
の

費
用
負
担
は
、
ゼ
ロ
。
提
供
側
も

初
期
費
用
約
５４
万
円
の
ほ
か
は
、

月
数
千
円
程
度
の
維
持
費
で
運
用

可
能
だ
。

訪
問
看
護
な
ど
の
経
験
を
生
か

し
、
導
入
の
旗
振
り
役
と
な
っ
た

常
盤
平
に
あ
る

「ど
う
た
れ
内
科

診
療
所
」
の
堂
垂
伸
治
医
師
は
、

「あ
ん
し
ん
電
話
は
、
互
い
に
無

理
な
く
、
確
実
に
見
守
り
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
ｏ
他
の
自
治
体
や
医

院
で
も
ぜ
ひ
導
入
を
検
討
し
て
ほ

し
い
」
と
語
る
。

医
療
と
地
域
と
技
術
が
連
携
し
、

孤
独
死
減
少
を
め
ざ
す
新
シ
ス
テ

ム
に
、
全
国
か
ら
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。

問

い
合
わ
せ
は
、
な
０
４
７

（３
９
４
）
０
６
０
０
　
同
診
療

所
ま
で
。
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「も
し
も
し

『あ
ん
し
ん
電
話
』

で
す
…
…
」
受
話
器
か
ら
聞
こ
え

る
、
い
つ
も
の
医
師
の
声
ｏ　
コ

人
暮
ら
し
あ
ん
し
ん
電
話
』
は
、

申
し
込
ん
だ
加
入
者
に
、
体
調
を

尋
ね
る
電
話
を
掛
け
て
く
れ
る
サ

ー
ビ
ス
だ
。

松
戸
市
内
の
団
地

。
自
治
会
が

参
加
し
、
現
在
、
加
入
者
は
約
４

０
０
名
。
今
年
３
月
に
松
戸
市
か

ら
の
助
成
も
決
ま
っ
た
。

平
成
２６
年
、
松
戸
市
で
の
孤
独

死
は
、
統
計
開
始
以
来
過
去
最
多

の
１
７
９
人
を
数
え
た
。
高
齢
化

に
伴
い
、
独
居
老
人
の
孤
独
死
は

全
国
的
に
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
。

県
の

「孤
独
死
防
止
制
度
」
を
は

じ
め
、
民
生
委
員
ら
の
訪
間
や
電

話
に
よ
る
安
否
確
認
は
実
施
さ
れ

て
き
た
が
、
人
数
の
限
界
や
、
応

対
の
煩
雑
さ
な
ど
課
題
も
多
い
。

一
方
、

『あ
ん
し
ん
電
話
』
の

場
合
、
加
入
者
は
、
電
話
の
音
声

に
従

っ
て
電
話
機
の
ボ
タ
ン
を
押

「あんじん電話」導入の旗振り役として活動中の堂垂伸治医師


